
飛鳥時代から生き続ける狭山池
第187回河川文化を語る会

植田隆司平成27(2015)年11月19日
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国史跡 狭山池

所在地 大阪府大阪狭山市岩室1402-1ほか

河川名 大和川水系西除川

（狭山池ダム）

ダム型式 均一型フィルダム

総貯水量 280万㎥ 湛水面積 約36万㎡

主な機能 治水機能（洪水調節機能）・利水機能（農業用水貯留送水）

堤高 18.5ｍ 堤頂長 997ｍ

築造時期 西暦616年頃

文化財指定 大阪府史跡名勝指定‥昭和16（1941）年 ※平成27年解除

世界かんがい施設遺産登録‥平成26（2014）年9月
国史跡指定‥平成27（2015）年3月10日 文部科学省告示第38号
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大阪府立狭山池博物館
所在地 大阪府大阪狭山市池尻中二丁目

敷地面積 15,412㎡ 建築面積 3,773,53㎡ 延床面積 4,948.47㎡

設計 安藤忠雄建築研究所

運営 大阪府富田林土木事務所 （共同運営大阪狭山市）

開館年月日 平成13(2001)年3月28日

概要 治水灌漑の土木遺産を未来へ継承する博物館。平成の改修で出土
した狭山池の文化財を保存展示する。平成21年度から、大阪府・
大阪狭山市の共同運営、地域との事業協働運営を開始。
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狭山池改修の歴史
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堤体断面の移築展示

北堤の敷葉 アラカシを用いた敷葉工法の再現

踏み固め

再現完了の状態 5



狭山池の文化財出土地点

上層東樋 下層東樋

中樋取水部
西樋取水部
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重要文化財狭山池出土木樋・重源狭山池改修碑

大阪府狭山池出土木樋

• 平成26年8月21日官報号外第187号 文部科学省告示第109号にて、下記の有形文化財
を重要文化財に指定したことを、文部科学大臣名にて告示。

下層東樋 ２基分 ・飛鳥時代当初部材 （展示名称「飛鳥時代の東樋」）
・奈良時代増設部材 （展示名称「奈良時代の東樋」）

上層東樋 １基分 ・樋管部材・取水部材 （展示名称「江戸時代の東樋」）

中樋取水部材 34点 （展示名称「中樋」・「重源の石樋取水部」）

西樋取水部材 17点 （展示名称「西樋取水部の板材」・収蔵品）

重源狭山池改修碑 １基 （展示名称「重源狭山池改修碑」）
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西樋取水部
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狭山池の変遷 飛鳥時代と現代の湛水範囲の比較

9



飛鳥時代の築造
築造時期 西暦616年頃（下層東樋の年輪年代測定結果西暦616年・北堤の須恵器

窯操業時期 TK217型式古段階‥620年代以前）

奈良時代の改修 天平宝字の改修

築造工事 〇旧天野川（西除川）・三津屋川流路の仮排水路への付け替え

〇東樋の設置

〇北堤の盛土施工‥高さ5.4ｍ（標高74.4ｍ）・幅27ｍ・長さ約300ｍ

〇洪水吐（西除）の開削

※満水位‥標高73.3ｍ 最大貯水量‥約81万㎥ 湛水面積26万㎡

改修時期 天平宝字6(762)年‥『続日本紀』記述
（下層東樋の年輪年代測定結果西暦726年）

改修内容 〇北堤の補強‥‥高さ9.5ｍ（標高78.5ｍ）・幅54ｍ・長さ約310ｍ

〇東樋の延長‥内側へ13ｍ

※満水位‥標高76.5ｍ 最大貯水量‥約170万㎥ 湛水面積35万㎡

※先行する改修に行基の改修を想定
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下層東樋飛鳥時代当初部材 下層東樋奈良時代増設部材

飛鳥時代の樋管のつなぎかた

奈良時代の樋管の組みかた
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築造当初の下層東樋と堤

敷葉工法を用いた築造当初の堤

堤の嵩上げと下層東樋樋管の増設

狭山池１号窯の灰原

狭山池１号窯の須恵器
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鎌倉時代の改修 重源の改修

改修時期 建仁2(1202)年‥重源狭山池改修碑文

改修内容 ●「河内国狭山池は行基菩薩旧跡なり。而して堤壊れ崩れて既に山野
に同じ。彼を改複せんが為に、石樋を臥す事六段云々。」（『南無阿弥
陀仏作善集』建仁3年頃）

●「摂津河内和泉三箇国の流末五十余郷の人民の誘引により、大和尚南
無阿弥陀仏、行年八十二歳の時、建仁二年壬戌の歳次に春より修複を企
て、即ち二月七日を以て始めて土を掘り、四月八日を以て初めて石樋を
伏せ、同廿四日に終功す。其の間、道俗男女沙弥少児乞丐非人等、自ら
の手で石を引き堤を築くものなり。」（「重源狭山池改修碑」建仁2
年）

〇北堤の嵩上げ‥‥高さ10.2ｍ（標高79.2ｍ）

〇中樋の設置‥長さ65ｍ（6段‥タン）古墳の刳抜式家形石棺等を利用

※満水位‥標高77.1ｍ 最大貯水量‥約174万㎥ 湛水面積37万㎡
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重源の改修時の部材を遺す中樋
重源

慶長の改修時に転用されていた重源狭山池改修碑

重
源
狭
山
池
改
修
碑
文
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重源の事績を記した「南無阿弥陀仏作善集」

重源の石樋復元模型 実物で復元した重源の石樋（重要文化財）
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江戸時代の改修 慶長の改修

改修時期 慶長13(1608)年‥狭山池西樋銘文

改修内容 〇北堤の復旧・補強‥決壊部分の修理・木製枠工の設置

〇北堤の嵩上げ‥‥高さ11.8ｍ（標高80.8ｍ）

〇洪水吐の開削‥整備（西除）・新設（東除）

〇中樋・東樋の伏せ替え、西樋の新設 ‥尺八樋の採用・造船技術の導入

〇新宿の設置、管理体制の整備

※満水位‥標高78.1ｍ 最大貯水量‥約251万㎥ 湛水面積51万㎡

文禄5(1596)年の大地震による被害により、北堤の西半分が崩落、決壊
し、狭山池の貯水機能が完全に失われていたため。

改修の契機
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慶長の改修時の施工箇所

上層東樋

中樋取水部 西樋取水部

片桐且元

上層東樋樋管の防水加工方法

上層東樋取水部の構造
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中樋取水部 四番樋

西樋取水部 四番樋 大正時代の西樋取水部 尺八樋

狭山池博物館尺八樋模型

西樋 尺八樋復元図

推定復元した中樋尺八樋のようす
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平成の改修
昭和57年8月の西除川中下流部での豪雨災害を受け、

農業用ため池であった狭山池に、洪水調節機能を強化するダム化工事を実施。

農業用水容量180万㎥に加え、洪水調節容量100万㎥を付加。

周囲には、2850mの遊歩道を敷設し、桜の植樹を継続的に実施。

事業の経過

ダムの諸元

形 式‥均一型フィルダム
湛水面積‥0.36k㎡
貯水容量‥280万㎥
堤 頂 高‥997ｍ
堤 高‥18.5ｍ

昭和57年 8月 豪雨災害発生（浸水被害3000戸以上）
昭和61年 狭山池ダム建設採択
昭和63年12月 建設工事着手
平成 2年 歴史的ダム保全事業に採択
平成 6年11月 堤体保存工事着手
平成 8年10月 第1回試験湛水（北堤部分）
平成 9年10月 第2回試験湛水（西堤部分）
平成13年 3月 本体工事完成
平成13年12月 第3回試験湛水（全体）
平成14年 4月 狭山池公園オープン

西除常用洪水吐き

西除非常用洪水吐き

平成 9年 6月 建築工事着手
平成11年 6月 建築工事概成
平成12年 3月 展示工事着手
平成13年 3月28日 開館

狭山池博物館 建設経緯
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狭山池の地域協働－にぎわいづくり－
○平成21年度以降、大阪府・大阪狭山市・狭山池まつり実行委員会の三者協働運営。
地域に開かれた魅力的な博物館づくりとして、各種イベント等を実施。
ex.）わくわくイベント、フレッシュコンサート、古文書講座ほか
○狭山池まつりの開催（毎年4月下旬～5月初旬）
○クリーンアクションの実施（毎月第4土曜日）
○桜の植樹（毎年2月）

夏季企画展 昆虫展

クリーンアクションの様子〔南海電気鉄道「南海100駅自慢」撮影時〕
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